
事例報告
地盤と 建設

V 01， 26， No， 1. 2008 

牒酸アjレミエド…ト系埴材による麗泥水の処理について
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建設工事現場等において発生する濁水は，河川|にj官出すると生態系に影響を及ぼす可能性があるため，処

理する必要がある.濁水を処理する手順としてFまず，炭酸アルミネート系塩材(略称 CAS材)の配合試験

を実施し，水質指標を満足させる CAS材の種類と量を決定した.次に，小型水質浄化試験装置による連続試

験在行ない，試験結果と現場の施工条件を考慮し処理計画を立てた濁水処理は，河川改修工事の掘削工事

中の湧水等による大容最の湖水が発生する場合でも， CAS材の特性である凝集沈殿の速さを利用した設備

によって連続処理が可能であり，十分対応できた.また，処理水質も除去率の高い結果が得られた.
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1. はじめに

近年，湖沼や河川等の水質汚染歩工事現場や工場より発

生する産業廃棄物により，地球規模の深刻な環境問題をか

かえるようになっている.河川漁協，河川管理者など地方

自治体では 9 生活環境の保全を目的とし，国が定めた法令

よりもさらに厳しい基準で規制するようになってきてい

る.地域住民の地域環境に対する関心も強まってきており，

建設工事現場や仁場より流出する水の適切な処理管躍を

要求されるようになってきた"炭酸アルミネート系塩材

(略称 CAS材)による水処理技術は，凝集沈澱法に属し，

十数種類の無機の薬剤を組み合わせて効果を発揮する

集剤を使用して行なう工法で、ある CAS材は水処理だけで

なく，固化処理にも有効であるが，ここでは，水処理に適用

した脇工事例につし吋報告する e 道路増設工事及び崩落し

た採〆石場の災害対策工事の施工中に雨水，融雪7ktこより発

生する汚濁水，河川拡幅工事に伴う掘削作業中 9 地下水の

湧水により発生する汚濁水の処理を行な、ったものである“

2. 事古íJ~式験

2.1配合試験

室内で行なった濁水を処理する手順・実験方法を以下に

不す.

i )水質指標の決定

処理対象水が満足すべき水質指標を決定する。

ii )仮定原水の作成

施工箇所の土を採取し，現場で発生する濁水を想定し，

仮定原水を作る a
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(IGC: COO， Tl4) 

iii)使用凝集剤と配合の選定

先に決定しておいた水質指標を満足させることがで

きる組み合わせを 10種以上のCAS材の巾から選び出し，

添加量の噌減を繰り返して配合最を選定する.尚， CAS 

材は無機系凝集剤で酸性，中性，あるいはアルカリ性の

もの，ブロック形成剤，ブロック成長剤や凝集助剤等が

あり，処理対象水に応じて，過去の試験結果，施工実績に

より選定していく

iv) 計量結果による配合の決定

iii)に基づし、て処理を行な、った処理水の水質指標の計

量を行ない， CAS材配合を決定する.

試験の結果， に示すよフな状態になる(右 u 処

理前原水，中・凝集ブロック，左・処理水)切

この配合試験により使用する CAS材の種類と配合会決

定し，次に小型水質浄化試験装置を使用して CAS材使用量

と処理速度についての試験を行なう.

2. 2小型水量霊浄化試験装置による連続試験

写真一2は小型水質浄化試験装置を示す，配合試験によ

って決定された CAS材配合L現場採取土によって作られ

た原水によりョ実際の現場での濁水処理施工合小規模モデ

ルで試験する.濁水吸水ポンプ。能力 0.lm3/min，原水 2r"4

lli3を用意L，20~40 分ほどの連続濁水処理を行ない，処理

状況の確認と処理水の採取を行なう.

以、左の試験結果~もとに濁水処理計画現場で要求され

る濁水処理量，処理速度，排水方法等施工条件

水処理設備計画を立てる.

し，濁
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写真一1 ビーカー試験状況 写真一2 小型水質浄化試験装置

【CAS材貯留タンク】

図-1 CAS材による濁水処理装置の概要

3. 処理工法

CAS材による濁水処理は下記の特性がある.

反応が非常に速く，瞬時に清水とフロックに分離さ

せることができる.

凝集フロックは非常に大きく粘性がないため，脱水

性が良好である.

CAS材の組み合わせにより，処理水への新たな pH調

整は不要である.

CAS材は無害であり，動植物に悪影響を与えること

はない.

CAS材の組み合わせにより、様々な汚濁・汚染物質

を提集沈殿させることができる.

図-1は， CAS材による濁水処理装置の概要を示す.図の

CAS材タンクは， CAS 材の組み合わせにより， 2~4 基にな

る

3.1濁水吸水

現場より発生した濁水を濁水貯水池へ集水する.濁水貯

水池のポケットの一部に濁水以外の異物の混入を防ぐた

めのスクリーンを設け，これを通過した濁水を濁水吸水ポ

ンプにて濁水処理設備へ送水する.濁水吸水ポンプ付近に

は，フロータースイッチを設置し，濁水貯水池のポケット

の水位が一定量に達すると自動的に濁水吸水ポンプが稼

動する

3.2 CAS材添加

濁水吸水ポンプにて送水された濁水は，送水管内で CAS

材と混合撹持する.CAS材は， CAS材 A，CAS材 B を使用

し， CAS 材添加ポンプは 15~50L/min の添加能力を持つも

のを使用する. CAS材 Aは汚れを結晶化し，フロックを形

成する効果があり，浮遊物質量 (SS)の高い濁水を処理す

るのに使用し， CAS材 Bはフロック形成を促進させる役目

をする.CAS材添加ポンプの添加速度は濁水の含泥率によ

って左右される.送水管内には，濁水吸水ポンプの吸い上

げ圧により，乱流が発生する乱流発生装置を設置し， CAS材
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写真一3 A地区工事濁水処理設備

と濁水を確実に撹搾させる構造になっている. CAS材添加

ポンプは，濁水吸水ポンプの稼動と同様に自動的に稼動す

る.

3. 3分離処理

CAS材により処理された水は，分離槽に流入させ，凝集フ

ロックを沈降させる.分離槽は凝集フロックが沈降し易い

構造となっていて越流した水は処理された水となって通

過する.排水基準をクリアした処理水は，排水管を通り， ) 11 

へ流入する.また沈降したフロックは分離槽下部の排出弁

よりフロック受け槽へ移す.フロック受け槽のフロックは

フロック排水ポンプにてフロック貯水池へ送る.

4.施工事例

① A地区道路インター改良工事

道路増設工事における切土，掘削作業時，雨水及び融雪

水による泥水の流出対策，施工箇所に高低差があり，仮設

道路を沿って流出する濁水の処理を行なった(写真一3). 

まず流入する濁水を第 1沈澱池内の蝶間処理にて流木，枯

れ草，ゴミ等異物や粗粒土を沈降分離させる(写真一4). 

磯間処理後の締粒土濁水を濁水吸水ポンプにて吸い上げ，

分離処理を行なう.送水管内で CAS材と混合撹持された濁

水は第 2沈澱池へ排出され，沈澱フロックと処理水に分離

される.第 2沈澱池には一部糠布を取り付けた越流堰を 3

箇所設け，越流した処理水は)11に放流される.

② B地区災害関連砂防工事

降雨時や融雪時，砕石場の崩落した箇所より流水及び災

害対策工事で、の法面の切土作業中の雨水により発生する

泥水が直接)11に流出しないよう濁水処理を行なった(写真

一5).濁水が 1箇所に集水するようポケット部に濁水池を

作成し，濁水吸水ポンプを設置し沈澱フロックと処理水

とに分離させ，処理水は川へ放流させ，沈澱フロックはフ

ロック貯水池にて土中浸透，乾燥させ，現場の盛土材とし

て使用した.
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写真一4 A地区離間処理

写真一5 B地区工事濁水処理設備

写真一6 C地区砂防工事

写真一7 D地区工事濁水処理設備
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表-1 各地区の処理状況

濁水発生状況
処j時速度

(m日/minl

A 
|道路建設作業中の降雨，剛!雪水による表面流水

及び地山の浸透水
3. 0 

日 崩落箇所における流水 2.5 

C 法記工事の切土作業における流水 2. 5 

河川堤防背rlfr掘削作業中に発生ずる湧水 4. 0 

③ C地区砂防工事

法嗣工事の切土作業u寺，排水溝の整備されていない時期，

仮設道路わきの倶IJ潜在、伝わって流れ出る濁水量が増え， 1slIJ 

1者最下流部に濁水池を設置し，濁水処理を行なった

-6) .現場内に濁水池のスペースを広く確保できず，貯水

容量が少なし濁水とともに流入する土粒子が堆積し，処

る濁水量が限られてきた.堆積土に濁水吸水ポンプが

埋まる状況が発生し，堆積土を取り|徐く作業を行なった.

④ D 地区河川改修工:事

前川拡I隔工事lこ伴う掘削作業中，地下水位が高いため大

量の湧水により作業ができず，工事全体が停滞していた.

川と民家に挟まれている為，限られたスペ…スしかなく，

そこで 5m3/min以上の大量の濁水宏連続処理することが

できる工法が求められた.工事の進行状況に昨じて濁水吸

水筒所を移動させながら，凝集分離させた処理水を分離槽

及び沈砂池にて上澄み水のみ川へ放流した(写真-7) . 

沈降させたフロックは，バキューム車で移送し，天日乾燥

させて現場工区内に埋め戻した.

以上の 4箇所で実姉した圃表-11こ各地区の処理状況を

示す.

処理速度は濁水吸水ポンプの吸いとげ速度、ぜあり 2 吸い

上げた水量をそのまま連続的に処理して排出する.処理水

量は，工事期間における全処理水量である.

4地区共，発注者との協議により P河川への排水基準管理

は浮遊物質量 (ss)が 50mg/L以下，水素イオン濃度 (pH)

が6.5以上8固 5以下とし水質分析を行なった圃また，各地区

付近の地山に鉄分が多いことから，鉄分除去を行なった.

分析結果によると，各地区共浮遊物質及び鉄分の除去?率

は99%以上と非常に高い結果が出ている.特にB地区， C地

区、のI高濃度濁水においても可能であった.

施工上の問題点として，分離槽内の沈降ブロックを確実

に除去しないと，ブロックが上昇し，処理水と一緒に放流

される恐れがあり，その点、を十分配慮されるべきである.

これまでの施工も事例結果によると，処理水のデータや処

理水を放流した河川の河川環境調査でも生態系に対する
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く実証されている JJ 凝集沈澱効果により集め

られたブロックは脱水性が良く，ブロックになる前後で9

成分の変化はほと人ノど見られていない 2)

CAS材を使用した湖水処開設備の特徴として，濁水送水

管の中に乱流発生装置を採用しているため 9 ポンプの吸;}c

庇を手Ij)'目して CAS材添加と撹件を一度の工程で連続的に

なえる.そのため，確実な混合撹枠と設備設置面積も少

なくてすみ，反応槽が不要のため，連続処理とコストダウ

ンが可能である.

CAS材工法は，J}(環境保全あるいは改善のために環境汚

染負荷量を軽減する方法として水環境のあらゆる分野で

試験研究が行なわれてきた.建設工事現場での切土，栂削，

盛土作業など工事中に発生する湧水あるいは雨水，融雪lこ

起因する濁水の処理，湖沼や河川波諜のヘドロ処理 3)

染された湖沼，河川の7}cや食品工場や製紙工場等の工場廃

水 4) の処理に成果が kがってし、る，また下水処理施設への

流入水の前処理 5) は9配合試験による成果が11¥ている園

5. まとめ

今回，道路工事，災害対策工事，河川改修工事において発

生する濁水処理の事例を示した.工事施工時には，パック

ホウ 9 ブノレドーザ」等の重機により掘削，切土，盛土作業が

行なわれるが，施工中の降雨，降雪により必然的に濁水が

流出する.対象流域面積が広く，現場より流出する濁水量

が多い場合でも当工法によれば，凝集沈降速度が速く，連

続処理が可能であった.河川l改修工事の掘削工事において

は，水位が高いため作業中の湧水により大容量の濁水が発

生したが，この工法を採用することにより十分対応できた.

斜面が多く，高低差のある現場で濁水を下流側に排水溝に

で濁水貯水池に集水できる場所が確保できる場合や，作業

中湧水により大容量の濁り水が発生し，平く処理を必要と

した場合にはこの工法は非常に有効である.

濁水の処理においての問題点は，濁水とともに流入する

粗粒土が増積して濁水吸水ポンプが連続的に様動できな

くなることである。泥水が流入する濁貯水池Jこ堆積土砂
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をせき止める堰を設置して，連続処理ができる対策が必要

である.

CAS材工法は，汚染された川，湖沼，堀などの水を一旦く

み上げて水質浄化して放流する場合や，公園，遊園地等の

循環水系が汚れた場合に水系に設備を設置することによ

り十分な水質改善が期待できる.

今後の課題として，工事現場より発生する濁水，汚染さ

れた湖沼，河川のヘドロ水，工場廃水など各種の処理対象

水を分離処理した後，性質の異なる形成フロックを脱水し，

再利用する方法を確立させることである.
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